
令和元年8月20日評価年月日：

指標名（単位）

指標式と指標の説明

①プール一般利用人数（人）　②プール専用利用件数（件）③トレーニング室一般利用人数（人）

①年間の一般利用人数（プール）　②年間の専用利用件数（プール）
③年間の一般利用人数（トレーニング室）
平成２６年度の目標値は、平成２１～２４年度の４年間の実績の平均値
※平成２７年度以降の目標値は、前年度までの実績を基に、市と指定管理者が協議の上、定める。

令和元年度

400,088 391,703 436,525 395,488 386,040 405,563

73,857,592

平成29年度 平成30年度

56,812,716 69,716,300 77,323,845 74,285,324 77,768,509利用料金合計（円）

平成28年度項目（単位）

利用者数合計（人）

平成25年度 平成26年度 平成27年度

施設所管課の名称

指定期間

施設概要

静岡ビル保善・コナミスポーツ＆ライフグループ

スポーツ課

平成２６年４月１日～平成３１年３月３１日

相模原市立総合水泳場条例

生涯スポーツの振興を図り、市民の健康で文化的な生活の向上に寄与する
（相模原市立総合水泳場条例第２条）

・所在地：中央区横山　5-11-1　　　・構造：鉄筋コンクリート造一部鉄骨造
・敷地面積：27,456.28㎡　　　　　　 ・建築面積：10,523.60㎡
・建築延床面積：16,126.50㎡（地階1,326.10㎡、１階10,040.10㎡、2階4,499.70㎡、3階260.60㎡）
・開館：平成9年5月20日
・メイン（50ｍ）プール：50ｍ×25ｍ、10コース、水深2.0ｍ～0.5ｍ（可動床）、国際公認8コース、
　短水路、 公認16コース（8コース×2面）
・飛込みプール：22ｍ×25ｍ、水深5.0ｍ～0.4ｍ（可動床）、国際公認
・サブ（25ｍ）プール：25ｍ×17ｍ、水深1.2ｍ、公認8コース
・メインプール観覧席：椅子席2,043席、立見席1,000人相当、車椅子用観覧席
・サブプール観覧席：椅子席56席
・トレーニング室：サーキットトレーニング、ウェイトトレーニング及び疲労回復等の各機器
・会議室他：会議室（90席）、競技会関係諸室、事務室等

１　基本事項

２　管理実績

３　成果指標の達成度

相模原市立総合水泳場

::■ 指定管理者制度導入施設　モニタリング・シート ■::

公の施設の名称

指定管理者の名称

施設の設置目的

施設設置条例の名称
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※　施設の設置目的や施策の達成度を客観的に評価するため、指定管理者の募集において示した成果指標。

利用者数は総合的に回復傾向にあり、利用料金収入も増加している。一方オリ
ンピックのプレキャンプの受入や設備の故障などで実施できない事業があった
影響で、事業収入で見込を下回ったものの、電気・ガス・水道の使用量を前年
度並みに抑える
など、経費削減に努めている。また、団体の経営状況についても特段の課題も
なく、健全であることから、Ｂ評価とする。

評価

Ｂ

Ｓ

Ｂ

成果指標のうち、「プール一般利用人数」については達成率が低くなっている
が、実績値としては増加しており、また「プール専用利用件数」についても達成
率は低くなっており件数は減少したが、利用人数及び利用料金ベースでは増
加している。一方で「トレーニング室一般利用人数」の達成率が低くなっている
が、全体の利用者数としては増加していることから、Ｂ評価とする。

飛込教室など施設の特性を活かした事業に加え、幼児から高齢者まで幅広い
世代を対象にした事業を充実させ、また利用者のニーズに合わせてスケジュー
ルや内容を見直すなど、効果的な事業展開ができている。また、オリンピックの
プレキャンプや飛込のワールドシリーズなど大きなイベントがあったが、事故も
なく引き続き安全な施設運営ができていることから、Ｓ評価とする。

利用者満足度調査については、プールとトレーニング室それぞれで引き続き高
い満足度を維持しており、特にスタッフの接遇態度で高い満足度を得ている。
また、調査結果についても、クロス集計で多角的に分析することにより、さらな
る満足度の向上や利用者を増やすための取組みにつなげている点を評価し、
Ｓ評価とする。

- 84.5% 84.8% 85.3% 78.2% 78.8%

193,798 168,554 172,967 149,316

平成29年度 平成30年度平成27年度 平成28年度

138,400 140,989

令和元年度

- 199,540 204,000 175,000 177,000 179,000

平成25年度 平成26年度

目標値（単位）

実績値（単位）

達成度（％）

項目

４　評価

【施設の設置目的の達成度】の評価基準
※モニタリング・シート（３　成果指標の達成度）における“達成度”の内容について、次の基準により評価する。
Ｓ：当該年度の達成度が１１０ ％以上
Ａ：当該年度の達成度が１００％以上１１０ ％未満
Ｂ：当該年度の達成度が　９０％以上１００％未満
Ｃ：当該年度の達成度が　８０％以上　９０％未満
Ｄ：当該年度の達成度が　８０％未満

利用者満足度の
向上度

財務状況の
適正性

指標名（単位）

施設の設置目的の
達成度

事業・業務の
履行状況

Ｓ

コメント

目標値（単位） - 1,300 1,400 1,350 1,400 1,450

実績値（単位） 1,254 1,245 1,314 1,299 1,309 1,259

達成度（％） - 95.8% 93.9% 96.2% 93.5% 86.8%

目標値（単位） - 70,180 75,500 85,000 87,000 89,000

実績値（単位） 74,621 79,501 86,949 83,467 83,502 77,842

達成度（％） - 113.3% 115.2% 98.2% 96.0% 87.5%
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コメント

　施設の老朽化が進み設備の故障が続く中で、大きな事故も無く運営された点は評価できる。また、オ
リンピックのプレキャンプや国際大会の受入などイレギュラーな年度であったが円滑に対応されていた。
今後も、オリンピックのキャンプや大規模な大会が控えているが、市と協力して取り組んでいただきた
い。
　課題となっている若い世代の取り込みについては、現在の利用者の傾向を把握してアプローチ方法を
検討しながら取り組んでいただきたい。また、新たに個々の利用者への丁寧なサービスの提供の動き
があり、これについてはスポーツ人口の底上げや健康増進のために、引き続き取り組んでいっていただ
ききたい。

【財務状況の適正性】の評価基準
※モニタリング基礎シート（様式３）における“３　指定管理者の団体本体の経営状況”の内容について、次の基準により評価
する。
Ｓ：評価対象年度の決算において、収入が支出を上回っており、かつ選考委員会による意見として本体の経営状況に「特段
の課題はない」とされた場合
Ａ：評価対象年度の決算において、本社等からの繰入れを行っておらず（収支が一致している。予定外の自主事業等へ対応
した場合を除く）、選考委員会による意見として本体の経営状況に「特段の課題はない」とされた場合
Ｂ：評価対象年度の決算において、本社等からの繰入れを行っているが（予定外の自主事業等へ対応した場合を除く）、選
考委員会による意見として本体の経営状況に「特段の課題はない」とされた場合
Ｃ：評価対象年度の決算において、本社等から繰入れを行っている（予定外の自主事業等へ対応した場合を除く）、または選
考委員会による意見として本体の経営状況に「若干の懸念がある」とされた場合
Ｄ：評価対象年度の決算において、本社等から繰入れを行っており（予定外の自主事業等へ対応した場合を除く）、かつ選
考委員会による意見として本体の経営状況に「重大な懸念がある」とされた場合
※「財務状況の適正性」の項目については、グループ全体としての評価とする。（複数の施設をグルーピングしている場合のみ）

※　客観的評価として以上の基準によりＳ～Ｄを判定し、選考委員会の意見を踏まえて調整することも可能とする。

【事業・業務の履行状況】の評価基準
※モニタリング基礎シート（様式１）における“評価②”の内容について、次の基準により評価する。
Ｓ：全ての評価項目に｢★★｣または｢★｣がつき、「★★」の数が評価項目の総数の３分の２以上である。
Ａ：全ての評価項目に｢｢★★｣または｢★｣つき、「★★」の数が評価項目の総数の３分の２未満である。
Ｂ：全ての評価項目が｢★｣である。
Ｃ：｢★★｣と｢★｣のどちらもつかない項目が1つある。
Ｄ：｢★★｣と｢★｣のどちらもつかない項目が２以上ある。

【利用者満足度の向上度】の評価基準
※モニタリング基礎シート（様式２）における“達成度”の内容について、次の基準により評価する。
Ｓ：当該年度の達成度が１１０ ％以上
Ａ：当該年度の達成度が１００％以上１１０ ％未満
Ｂ：当該年度の達成度が　９０％以上１００％未満
Ｃ：当該年度の達成度が　８０％以上　９０％未満
Ｄ：当該年度の達成度が　８０％未満

５　施設所管課による総合評価

評価実施日 令和元年8月20日

コメント

　施設の老朽化が進む中、利用者の安全・安心を考えた維持管理及び施設運営ができている。
各種事業においても、「参加しやすい」環境づくりをポイントにスケジュールを見直すなど参加者のニー
ズを捉えつつ、参加者数が少ないが実施すべき事業では回数を見直すなど工夫するとともに、課題と
なっている「働き世代」の取り込みについて、意識的に取り込んでいる点は評価できる。
　今後も、昨年度同様オリンピックのキャンプ受入などが予定されており、指定管理期間切替の初年度
でもあるが、引き続き市とよく連携し、公共施設の指定管理者として、安全、快適な施設運営を期待して
いる。

６　指定管理者選考委員会による評価
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